
お
い
て
も
交
流
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
事
前

合
宿
の
誘
致
や
中
華
人
民
共
和
国

常
熟
市
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
係

る
交
流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
映
画「（
仮
題
）大
綱

引
き
の
恋
」の
製
作
を
支
援
し
、

川
内
大
綱
引
の
知
名
度
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
本
市
特
有
の
気
象

現
象
で
あ
る「
川
内
川
あ
ら
し
」に

つ
い
て
も
、
新
た
な
観
光
資
源
と

し
て
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

③�

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
・

運
営
事
業

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備

に
併
せ
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
導
入
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

県
内
外
か
ら
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

誘
致
を
進
め
、
供
用
後
は
中
心
市

街
地
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
経
済

へ
波
及
効
果
が
創
出
さ
れ
る
よ
う

諸
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
農
林
水
産
業
の
振
興

本
年
度
中
に
、「
第
３
次
薩
摩

川
内
市
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計

画
」お
よ
び「
第
２
次
薩
摩
川
内
市

六
次
産
業
化
基
本
計
画
」を
策
定

し
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
の
未
然
防
止
、

鳥
獣
被
害
の
防
止
、
販
路
開
拓
な

ど
の
農
業
振
興
策
を
進
め
ま
す
。

併
せ
て
、
早
掘
り
た
け
の
こ
の
生

産
振
興
や
漁
業
振
興
の
た
め
の
新

た
な
支
援
策
に
よ
る
林
業
・
水
産

業
の
振
興
に
も
努
め
ま
す
。

⑤
商
工
業
の
振
興

人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）、
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）な
ど
の

技
術
革
新
の
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
、
企
業
誘
致
、
中
小
企
業
の
事

業
継
続
・
拡
大
支
援
お
よ
び
創
業

支
援
を
行
い
ま
す
。

⑥
人
手
不
足
対
策

多
く
の
業
種
に
お
い
て
働
き
手

の
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
、
地
元

人
材
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、
外
国
人
材
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
そ
の
円
滑
な
受
け
入
れ
や
生

活
支
援
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
窓

口
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

⑦
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

竹
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
本
年
１
月
に
決
定
さ

れ
た「
薩
摩
川
内
市
天
辰
地
区
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン
街
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
整
備
計
画
」に
基
づ
き
、
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
モ
デ

ル
的
な
住
宅
地
を
整
備
し
、
市
外

か
ら
の
定
住
人
口
の
増
加
や
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
地
元
産

業
の
育
成
に
つ
な
げ
ま
す
。

⑧
健
康
・
福
祉
対
策

医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
従
事

者
の
確
保
や
、
医
療
機
関
な
ど
へ

の
財
政
支
援
に
よ
り
、
地
域
に
必

要
な
医
療
体
制
と
環
境
を
確
保
し
、

安
心
し
て
医
療
・
福
祉
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
甑
島
地
域
で
は
、
医
療
・

介
護
人
材
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
在
り
方

な
ど
も
踏
ま
え
て
対
応
策
を
講
じ

ま
す
。

な
お
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に

伴
う
低
所
得
者
、
０
歳
か
ら
２
歳

児
の
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

和
し
、
地
域
の
消
費
喚
起
を
図
る

た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

発
行
し
ま
す
。

⑨
国
土
強
靭
化
・

　社
会
基
盤
の
充
実

大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
に
備

え
、
事
前
防
災
・
減
災
を
図
る
た

め
、
川
内
川
河
口
部
の
高
潮
対
策

や
市
街
部
未
整
備
区
間
の
堤
防
強

化
な
ど
の
事
業
促
進
に
向
け
、
国

へ
の
要
望
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
に
つ
き
ま
し
て
も
、
薩
摩
川
内

水
引
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
〜（
仮

称
）湯
田
西
方
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
間
に
つ
い
て
、
用
地
買
収
に
着

手
し
、
１
日
も
早
い
工
事
着
手
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
重
要
港
湾
川
内
港
に

つ
き
ま
し
て
は
、
港
湾
計
画
の
改

訂
に
向
け
長
期
構
想
検
討
委
員
会

な
ど
に
よ
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
、
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
の
充
実
を
図
り
、
川
内
港
久

見
崎
み
ら
い
ゾ
ー
ン
開
発
事
業
の

造
成
工
事
着
手
な
ど
、
港
湾
機
能

の
向
上
を
着
実
に
促
進
し
ま
す
。

⑩
甑
島
の
一
体
化

甑
は
ひ
と
つ
推
進
会
議
の
提
言

を
尊
重
し
な
が
ら
、
現
在
、「
甑

島
地
域
一
体
化
方
針（
案
）」の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
甑
島
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
、
さ
ら

に
具
体
の
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

予
算
の
大
綱

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
戦
後
最

大
の
６
０
０
兆
円
経
済
と
財
政
健

全
化
目
標
の
達
成
の
双
方
の
実
現

を
目
指
す
と
し
、「
人
づ
く
り
革

命
」と
、
成
長
戦
略
の
核
と
な
る

「
生
産
性
革
命
」に
最
優
先
で
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
健
全

な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
重
要
な

課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
施
策
の

展
開
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度
当
初
予

算
は
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
事
業

に
つ
い
て
優
先
的
に
予
算
を
確
保

し
な
が
ら
、
事
業
の
さ
ら
な
る
選

択
と
集
中
を
図
り
、「
活
気
溢あ
ふ

れ

る
薩
摩
川
内
へ
の
積
極
予
算
」を

編
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
当

初
予
算
の
規
模
は
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
、
３
・
９
％
増
の
５

５
０
億
２
千
万
円
と
、
合
併
後
最

大
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
簡
易

水
道
事
業
な
ど
13
の
特
別
会
計
は
、

合
計
で
２
７
４
億
４
３
８
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

結
び最

後
に
、
本
年
度
も
各
種
施
策

を
展
開
・
推
進
す
る
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き

１
月
６
日
、
上
甑
・
下
甑
の
両

会
場
で
、
12
日
に
は
川
内
会
場
で
、

今
年
１
年
の
市
民
生
活
の
安
寧
を

願
う
消
防
出
初
式
を
実
施
し
ま
し

た
。
川
内
会
場
で
は
、
今
年
も
薩

摩
川
内
火
け
し
保
存
会
に
よ
る
威

勢
の
よ
い「
木き

や遣
り
唄
」「
は
し
ご

乗
り
・
纏
ま
と
い
」が
披
露
さ
れ
、
新
春

に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
あ
ふ
れ
る
式

と
な
り
ま
し
た
。

翌
13
日
に
は
、
成
人
式
が
実
行

委
員
会
主
催
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
、

新
し
い
時
代
を
担
う
新
成
人
の
爽

や
か
な
決
意
表
明
を
拝
聴
し
、
大

変
頼
も
し
く
、
ま
た
心
強
く
思
い

ま
し
た
。

１
月
27
日
に
は
、
平
成
18
年
の

鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
を
受
け
、

12
年
の
歳
月
を
か
け
て
施
工
さ
れ

た
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
の
完
成

式
典
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
に
よ
り
、
流
域
の
安
全
性
は

格
段
に
向
上
し
ま
し
た
が
、
昨
今

多
発
す
る
豪
雨
災
害
に
鑑
み
、
引

き
続
き
、
国
・
県
と
連
携
し
、
川

内
川
河
川
改
修
事
業
の
着
実
な
進

展
を
図
り
ま
す
。

２
月
８
日
に
は
、
国
の
文
化
審

議
会
が
、「
薩
摩
川
内
の
大
綱
引

き
」を
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講

ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
と
し

て
選
択
す
る
こ
と
を
文
化
庁
長
官

に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
、
川

内
大
綱
引
の
保
存
継
承
に
尽
力
し

て
こ
ら
れ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
国
の
無
形
民
俗

文
化
財
の
指
定
に
向
け
取
り
組
み

ま
す
。

翌
９
日
に
は
、
川
内
原
子
力
発

電
所
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
原

子
力
防
災
訓
練
を
、
県
と
Ｕ
Ｐ
Ｚ

圏
内
の
９
市
町
主
催
に
よ
り
実
施

し
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
や
関
係
機
関
相
互
の
連
携
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
、
県
を

は
じ
め
と
し
た
各
防
災
関
係
機
関

と
十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
原

子
力
防
災
対
策
の
さ
ら
な
る
実
効

性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

２
月
15
日
に
は
、
２
回
目
と
な

る
女
性
活
躍
推
進
企
業
表
彰
式
を

実
施
し
、
市
内
企
業
３
社
を
表
彰

す
る
と
と
も
に
、
薩
摩
川
内
市
女

性
活
躍
推
進
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
女
性
活
躍
を

推
進
す
る
機
運
の
醸
成
に
、
官
民

一
体
と
な
り
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
度
の
施
策
概
要

第
１
９
８
回
通
常
国
会
の
施
政

方
針
演
説
に
お
い
て
、
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、
①
全
世
代
型

社
会
保
障
へ
の
転
換
　
②
成
長
戦

略
　
③
地
方
創
生
　
④
戦
後
日
本

外
交
の
総
決
算
の
４
本
柱
で
政
策

を
推
進
し
、
特
に
、「
全
世
代
型

社
会
保
障
へ
の
転
換
」で
は
、
女

性
活
躍
の
推
進
や
働
き
方
改
革
な

ど
に
よ
る「
一
億
総
活
躍
社
会
」の

創
出
を
、
ま
た「
地
方
創
生
」で
は
、

「
３
年
間
集
中
で
、
災
害
に
強
い

国
づ
く
り
、
国
土
強き
ょ
う
じ
ん靭
化
を
進
め

る
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
超
高
齢
・

人
口
減
少
社
会
と
い
っ
た
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会

的
状
況
に
直
面
し
て
お
り
、
長
期

的
展
望
を
持
っ
て
継
続
的
な
少
子

化
対
策
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
、
人
口
減
少
に
よ
る
経
済
活
動

の
縮
小
を
補
う
と
と
も
に
、
農
林

水
産
業
や
商
工
業
の
振
興
施
策
と

併
せ
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

よ
る
働
き
手
の
不
足
に
対
し
て
適

切
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
本
市

の
平
成
31
年
度
の
主
要
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
重
要
課
題
の
解
決

の
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
た
事

業
を
最
優
先
事
業
と
位
置
付
け
、

地
方
創
生
に
向
け
た
好
循
環
を
生

み
出
せ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
選
択
と
集

中
に
よ
る
施
策
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

①
少
子
化
対
策

第
３
子
以
降
の
子
を
妊
娠
し
た

妊
婦
に
対
す
る
祝
い
金
の
支
給
や
、

市
内
各
所
で
授
乳
や
オ
ム
ツ
替
え

を
気
軽
に
安
心
し
て
で
き
る
環
境

を
整
え
る「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」事
業

の
推
進
に
よ
り
、
妊
娠
・
出
産
・

育
児
ま
で
の
切
れ
目
な
い
総
合
的

な
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
を

理
解
し
支
援
す
る「
イ
ク
ボ
ス
」の

育
成
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
推
進

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
有
地
を
活

用
し
た
認
定
こ
ど
も
園
の
新
設
や

民
間
保
育
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ

る
待
機
児
童
解
消
、
認
可
外
保
育

施
設
に
お
け
る
多
子
世
帯
の
保
育

料
の
軽
減
や
保
育
施
設
に
お
け
る

保
育
士
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

②
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

国
民
体
育
大
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
お
よ
び
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
を
万
全
の
体
制
で
運
営

す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
の

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会

や
国
民
体
育
大
会
の
開
催
に
向
け

た
準
備
を
進
め
、
大
会
終
了
後
に
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